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１．令和５年度の研究結果 

 

（１）ポンカン果実におけるノビレチンの生合成機構の解明およびノビレチン高含有化技

術に関する研究 

 ノビレチンはカンキツに含まれる特有のポリメトキシフラボノイドであり、生活習慣病

やアルツハイマー病の予防が期待される機能性成分である。このノビレチンは静岡特産の

太田ポンカンの果皮に多く蓄積することが分かっているが、生合成経路は分かっていない。   

令和５年度は、ノビレチンの生合成経路に関わるフラボノイド O-メチルトランスフェラ

ーゼの酵素遺伝子として CitOMT3 を単離し、その機能を調査したところ、CitOMT3 はノ

ビレチン生合成に重要な役割を果たす酵素であることが示唆された。 

 

（２）カンキツの栽培および収穫後の貯蔵における果実の着色促進技術に関する研究 

 成熟段階が異なる静岡特産の「青島温州」を用いて樹上の果実および収穫後の果実に植物

ホルモンを処理し、果皮の着色を評価した。着色の評価は、クロロフィルおよびカロテノイ

ド含量を測定することにより行った。また、着色促進メカニズムを解明するためにクロロフ

ィルおよびカロテノイド代謝に関わる遺伝子の発現解析を行った。植物ホルモン処理によ

り、樹上および収穫後いずれの果実においても、クロロフィルが分解し、カロテノイドが蓄

積することにより、着色が促進することが明らかとなった。特に、緑色が残る果実において

顕著な着色促進効果が認められた。 

 

（３）カンキツ果実における回青に関する研究 

 「回青（かいせい）」とはカンキツ特有の現象であり、樹上で一旦成熟した橙色の果実が

緑色の果実へと戻る現象である。「回青」現象の発生メカニズムを解明するために、バレン

シアオレンジの培養したフラベドにおいて、植物ホルモンを処理し、カロテノイドとクロロ

フィル含量及び代謝関連遺伝子の発現解析を行った。その結果、植物ホルモンはカロテノイ

ドおよびクロロフィル代謝を変動させ、回青を促進するひとつの要因であることが示唆さ

れた。 

 

（４）ブラッドオレンジ果実におけるアントシアニン蓄積に関する研究 



 アントシアニンは自然界に 500 種類以上存在する色素であり、カンキツではブラッドオ

レンジに含まれている。今年度は、果実の成熟に伴い、果梗部から果頂部、外側から内側の

ように、果実のどの部位からアントシアニンが蓄積するのか、部位に着目したアントシアニ

ン代謝を調査した。その結果、部位ごとのアントシアニンの蓄積には、生合成遺伝子および

転写因子の発現が関わることが示唆された。 
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３．外部資金の獲得状況 

   ・科研費  

基盤研究(B) カンキツ果実における「回青」現象の発生機構の解明  2020年4

月～2024 年 3 月 研究代表者：加藤雅也 

基盤研究(C) カンキツ果実におけるアントシアニン蓄積の分子機構の解明

2022 年 4月～2025 年 3月 研究代表者：馬剛 

基盤研究(C) カンキツ果実における「粒化症」障害発生機構の解明と軽減技術

の開発 2023 年 4月～2026 年 3 月 研究代表者：張嵐翠 
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